
鳴門教育大学・（株）おもちゃ王国・（株）ヴィットハートとの産学共同研究

　近年、大地震や豪雨などの災害が相次いで発生
しています。
　被災すると、多くの人々が体育館や公民館など
を避難所として利用し、床に寝起きするなどプラ
イバシーが確保しにくい生活を強いられます。こ
うした環境下では、誰もが心身ともに疲労を感じ
やすくなりますが、特に子どもたちは不安やスト
レスを抱えていても、それをうまく言葉にできな
いことが少なくありません。
　一方で、復旧・復興に向けた街の再生において、
子どもたちの存在は欠かせません。子どもたちの
“笑顔” が大人たちを支えるのです。ただ、その “笑
顔”を守っていくのは大人の責任です。今こそ「つ
なぎ役」を育て、継続的な支援の形を模索してい
く必要があります。
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輪島高校内の子どもの居場所（平野敏氏提供）

本学で講演する平野校長（本学　2024．11）

　避難所に遊び場を設ける際、まず重要なのは「安心・安全な環境」です。特に支援が必要な子どもに対し
ての配慮が必要です。体育館や公園などでブルーシートを敷くだけでなく、段ボールやウレタンマットを活
用して居心地の良い空間を確保したり、音環境・温度・照明などを細やかに調整したりすることが求められ
ます。また、こうした遊び場は、大人が一方的に与えるものではなく、子どもたち自身や地域の人々が「と
もにつくりあげていくこと」も大切です。この考え方は、子どもの権利条約が示す 4 つの原則（①差別をし
ない、②子どもの最善の利益を考える、③子どもの命や成長を守る、④子どもの意見を尊重する）にもとづい
ており、子どもたちが主体的に関わることで、「自分たちの遊び場」という意識が芽生え、子ども自身のレジ
リエンス（困難を乗り越える力）を高めることにもつながります。

　鳴門教育大学は、2008 年度から、（株）おもちゃ王国・（株）ヴィットハートとの 3 者での共同研究を
実施してきました。ここでは子ども観察や子ども理解の手法や知見を通して、知育玩具を活用した教育
プログラムの開発や玩具開発などを行ってきました。その知見が災害対応にもつながると思い、避難所
での遊びを中心に研究を行ってきました。
　2024 年 7 月に、能登半島地震で被災した石川県立輪島高等学校に、本学学生 4 名が支援のために訪
問しました。（写真）輪島高校では、毎週木曜日 “総合的な探究の時間”で、街の復興に関する取組（街プロ）
を全校生徒で実施しています。ここでは10のカテゴリーに分かれて活動していますが、その中の子ども
の居場所を研究しているグループに、輪島の子どもたちにどう支援していけばいいか助言を行いました。
ここでは、幼児などへの心のケアをどう遊びを通して支援すればいいのか、声がけや寄り添い方を伝え
てきました。
　その際に、（株）おもちゃ王国・（株）ヴィットハートから、同校へ「玩具（ボールトラックLを5セット、
ポリエムプリスクールセットを10セット）」を寄贈しました。

避難所の遊びデモ（本学　2024.11）

避難所での子どもの居場所の実際

避難所の環境と子どもたちのケアとは

　内閣府の「避難所運営ガイドライン」では、避難所に「キッズスペース（子ども
が遊べる場所）」を設置することが示されています 。子どもたちが安心して遊んだ
り学んだりできる空間を用意することは、災害時においても非常に大切です。とり
わけ、子どものウェルビーイングを保障する観点から、こうした取り組みの重要性
が高まっています。ウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に良好な状態
を指す言葉です。
　それでは、子どものウェルビーイングを守るために、避難所における子どもの遊
び場はどのように整備されるべきなのでしょうか。具体的に考えてみましょう。

1避難所を「子どもにやさしい空間」に
　災害時に子どもたちが安心して過ごせるよう設置される場所は、
「Child Friendly Spaces（子どもにやさしい空間）」 と呼ばれます。
これは、ユニセフが提唱してきた考え方で、子どもが遊びや学びを通
して元気を取り戻せることを目的としています。
　「子どもにやさしい空間」をつくる際には、以下のようなポイント
が大切です。

子どもにとって安心・安全な環境であること

子どもを尊重し、安心できる環境であること

地域の特性や文化、特別な状況に配慮していること

みんなが参加し、ともにつくりあげていくこと

さまざまな領域の活動や支援を提供すること

いつでも開かれていること

（『子どもにやさしい空間ガイドブック』2013年より）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

　2024 年の能登半島地震では、地理的に移動が厳しい中、多くのボランティアが被災地に入りました。子ども
の支援を中心に活動している「認定 NPO 法人カタリバ」は、発災後の1月 4日に石川県七尾市に子どもの居場
所を開設したそうです。その後、石川県内で10箇所以上の子どもの居場所を運営しましたが、注目すべき点は、「地
域団体と連携した子どもの居場所の開設」ということです。そこに支援
の伴走者という視点があるように感じられました。（参考：カタリバ
Webから）特に被害規模の大きかった輪島市では、1月13日に、輪島
高校 3 階音楽室内に、「みんなのこども部屋」を開設し、子どもたちの
居場所を作りました。

　開設にあたっては、「もの・こと・ひと」のそれぞれの視点が重要です。
避難所での子どもの支援ということで欠かせないこととして、何らかの
遊び場（居場所）を設けることです。輪島高校では、近隣の小学校や中
学校を受け入れるだけでなく、要請のあった受入団体など生涯学習の
プラットホームとしての役割を果たしました。その中で、一部の校舎の
1階には災害派遣医療チーム「DMAT」、2階に福祉避難所、3階に “子
どもの居場所”、そして運動場には自衛隊車両基地など、他の避難所で
はできない役割を果たしたそうです。関係機関の要請を、校長判断とし
て受け入れたことには相当の決断が必要だったと思われますが、高く評
価できるものと思われます。本学では、11月10日に輪島高校学校長の
平野敏氏をお呼びし、講演会を行い、その時の状況などを語っていただ
きました。
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⑴ 段ボール箱の切断
箱として組み立てることが出来る段ボールを必要に応じて

切断します。箱状のため、すでに折り目があり、加工しやすい
のです。

2地域全体で子どもたちを支える輪を
　避難所で子どもの遊び場をつくるには、多くの人々の協力が欠かせません。例えば、2024 年の能登半島
地震では、NPO法人や地元の高校生たちが「みんなのこども部屋」を作り、子どもたちが自由に遊んだり勉
強したりできる場所を提供した事例があります。このように、地域全体で子どもを支える体制づくりが求め
られているのです。また、子どもを支援するすべての人が、子どもの権利を尊重し、安全を守る必要があり
ます。以下は『子どもにやさしい空間ガイドブック』で示されているガイドラインの一部です。

すべての子どもに対して、差別なく、平等に、尊厳を持って接しましょう。

子どもとのかかわりや活動は、常に「子どもの最善の利益」を考慮して行いましょう。

活動地域にあった方法で、子どもの権利や保護についての啓発を行いながらも、保護者
が子どもに対して持つ責任、権利や義務を尊重しましょう。

身体的・性的・心理的虐待やネグレクト （保護の怠慢・拒否）など、保護が必要な子ど
もに対応することができる訓練を受けたスタッフをできるだけ参加させ、こうした場合
に取るべき具体的手段をスタッフ・ボランティア全員が知っているようにしましょう。

スタッフやボランティアは「子どもにやさしい空間」内での子どもとの接し方について
の知識と技術の研修を受けましょう。

（『子どもにやさしい空間ガイドブック』2013年より）

1.

2.

3.

4.

5.

3実際の避難所の設営例

ア.一人一人の最適状態に応じた「くつろぎ」の環境

イ.最適状態の確率を増やす「いきいき」の環境

ウ.許容的・支持的な人的環境・風土

こうした視点から、本プロジェクトでは、環境設定において、身近な資材を活用することを考えました。
一番有効なのは「段ボール箱」の活用です。実際に段ボールベットなど、各地で活用されていますので、
備蓄品としては必ずあります。これならば、子どもともに設営でき、スペースもあまり取りません。

⑵ 道具を用意する
段ボールカッターと養生テープさえあれば、他の道具は要りません。なお、避難所においては、簡易トイ

レづくりなど、他の用途にも汎用できるため、これらの道具は用意しているとよいかと思います。
使い方は簡単で、安全な道具ですが、養生テープは、接合などに使うだけでなく、段ボールの角などで手

を切らないように保護材としても使えます。

参考文献  森楙  1992  遊びの原理に立つ教育  黎明書房

例えば、長さ 760×幅 500×深さ 470mm
（宅配 180 サイズ）のダンボールを、「災害
備蓄品」として購入しておくと有効です。
なんでも活用できるサイズとしておすすめ
します。
比較的大きい段ボールですが、それを使っ
て造形物を作っていくのです。

安心感、自由感、時間・空間の保障

達成感、効力感など
選択的環境と応答的環境（低構造性・不確実性）

友達と保育者の援助、結果より過程（プロセス）

段ボールカッター

養生テープ

居場所づくりの条件は
3つ の

ポイントがあります。
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こうした視点から、本プロジェクトでは、環境設定において、身近な資材を活用することを考えまし
た。一番有効なのは「段ボール箱」の活用です。実際に段ボールベッドなど、各地で活用されています
ので、備蓄品としては必ずあります。これならば、子どもとともに設営でき、スペースもあまり取りませ
ん。



⑸ 安全と安心の遊び場をめざして
扱った玩具は「ポリエム」（中国製〈ドイツブランド〉）と

「レールブロック（ボールトラック）」（中国製）の2種類を採
用しています。いずれも、輸入製品を日本向けにカスタマイ
ズ（共同研究）したもので、安全性などを担保しています。
避難所などで課題となる音が出にくいブロック玩具であり、
洗濯機でも洗えるという点で感染対策にも適しているもの
です。安価であることも利点です。

おわりに

災害時の避難所生活は、誰にとっても過酷であり、子どもの遊び場づくりは後回し
にされがちです。しかし、子どものウェルビーイングや権利を重視する視点からすれ
ば、できる限り早い段階で遊び場を整え、子どもの遊びや学びの場を保障することが
大切ではないでしょうか。遊びの空間やおもちゃなどを事前に準備し、「子どもの視点」
に立ったマニュアルづくりを進めるこ
とも重要です。
さらに、子どもたちは単に受け身の
存在ではなく、「共に場をつくる」主
体となることで、子ども自身の成長や
レジリエンスを高めることができま
す。今後も私たちは、災害に備える中
で、子どものウェルビーイングと権利
を尊重した環境づくりに取り組んでい
く必要があります。

⑶ 作るものを考え、協力して製作する ⑷ どんどん工夫する
遊び場において、重要なことは「区域」を決めることです。

これは安全確保においても必要な視点です。例えば、この先
が立ち入り禁止であっても、そこに “入らない” という表記
だけでは意味はありませんし、殺伐とします。
そこで、段ボールで仕切りを作ってみます。それすらも遊

びの要素があるのです。写真は “段ボールトンネル” として、
中にも入れますが、仕切りでもあるのです。

避難所の遊びデモ（本学 2024．11）

例えば、“子ども用の家” を作るとします。
これは、子どもにとって大変楽しく、使い勝手のよいものです。
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